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関東ローム層 

三廻部東耕地遺跡(秦野市№125遺跡) 

奈良・平安時代 全体図(S=1/300) 

1区 

2区 

調査中 

近世面遺構検出作業 表土層直下では、

江戸時代 1707年の宝永火山灰が遺構確

認の手がかりになります。 

櫟山 
雨乞山 

白く乾いている部分は宝永火山灰 

溝 
道 

鋤跡 

近世面完掘状況 

江戸時代では宝永火山灰に埋もれた道

や溝、鋤の跡などが発見されました。 

1区の奈良･平安時代の遺構確認面で

は、標高 246ｍ付近の斜面部に円形土坑

が 35基発見されています。一部は近接す

るものや重なるものがあります。標高が

やや下がる平坦面に竪穴建物が位置して

います。 

竪穴建物は、単独であるのか、周辺の

段丘平坦面に複数が広がりをもっている

のかは、まだ明らかではありせん。 

耕作地でみられる円形土坑がこの場所

で多数発見されていることから、近隣に

は、この時代の集落が広がっているもの

と考えられます。 
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現在の地表面 

宝永火山灰 

弥生時代 

縄文時代晩期 

縄文時代中期 

縄文時代早期 

調査区の土層堆積状況 

奈良･平安時代 

江戸時代 

ローム漸移層 
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関東ローム層の堆積 
Ⅹ ローム 

漸移層① 

ⅩⅠ ローム 
漸移層② 

ⅩⅡ ローム 
漸移層③ 

ⅩⅢ ソフト 
ローム層① 

ⅩⅣ ソフト 
ローム層② 

ⅩⅤ ソフト 
ローム層③ 

ⅩⅥ ソフト 
ローム層④

③ ⅩⅦ ソフト 
ローム層⑤

③ 
ⅩⅧ ソフト 

ローム層⑥ 

ⅩⅨ 黒色帯③ 

ⅩⅩ 黒色帯③ 

縄文早期の狩猟施設(落とし穴) 

底面には小穴が 2個あります。 

縄文中期初頭土器 

(五領ヶ台式) 

打製石斧(土掘り具)抉

りが入る分銅型です。 

 

江戸時代の宝永火山灰 畑地の復旧で火

山灰を鋤き込んだ痕跡と思われます。 

 

秦野地方の砂盛り 

秦野地方では、お盆になるとご先祖様

を迎える「砂盛り」(盆辻)が竹と砂をつ

かってつくられます。三廻部地区のある

お宅では、四十八瀬川の川砂をつかって

います。場所によっては、宝永火山灰が

使われます。古くから伝わる風習ですが、

その起源は明らかではありません。 

秦野地方の葉たばこ乾燥小屋(在来種) 

秦野地方は江戸時代から葉たばこ栽培

の三大産地の一つでした。三廻部地区で

も盛んに栽培されていたと考えられま

す。この乾燥小屋は、キセルで使う秦野

葉(刻みたばこ)のものです。収穫した葉

を屋外で干すため南側には広く敷地が空

けられています。1936(昭和 11)年頃の建

造です。 

秦野地方の葉たばこ乾燥小屋(米葉) 

秦野地方の葉たばこ栽培は、昭和 49年

に在来種(秦野葉)が終焉し、紙巻たばこ

用の米葉に転換しました。 

この小屋では失われていますが、本来

は、屋根の上に通気調節する越屋根が乗

り、土管を繋げた煙突や煉瓦づくりのカ

マドがあります。大きく広がる下屋も特

徴です。1951(昭和 26)年頃建造です。 

三廻部の現在 － 失われつつある風景 － 

調査区位置図 

 調査区は四十八瀬川右岸の段丘上の東斜面にあたり、河

原との比高差は約 30ｍあります。西には曽我沢が流れ、

渓谷となっています。 

三廻部地区の地引絵図(現在の地図に併せて任意に縮小) 

1873(明治 6)年の地租改正に伴って、明治 9～11 年の間につくら

れた地籍図です。現在の道や土地の区割りや地番は、明治期からほ

ぼ踏襲されていることが判ります。 

曽我沢 

発掘調査地点 
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四十八瀬川 

曽我沢 

四十八瀬川 

秦野市教育委員会 所蔵 

凡例 

●川 

●田 

●道 

●山林･籔など 

●畦畔･墓地･塚 

宅地 

発見遺構 
近世 道 1､溝 1､鋤跡  
中世 ピット 2､段切 3 
奈良･平安時代 竪穴

建物 1､土坑 35 
縄文時代 土坑 2､ 

ピット 27 
 


